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しヨーロッパでは近年，現状の Feedstock Recycle さえもリサイクル率の算定から外す方向
で議論（9）されており，リサイクル定義に対する姿勢は対照的であると言える。













































きた。PET ボトルの歴史を PET ボトルリサイクル推進協議会の年次報告書の年表（12）からひ
もとくと，我が国では PET ボトルは 1977年にしょうゆ容器として売り出されたのが最初と
なっている。その後，1982年に飲料容器として認められて以来，PET ボトルは軽くて携行に
便利であり，かつコンビニエンスストアやスーパーマーケットなどで手軽に入手できることか
ら，ワンウェイ容器としてそのシェアを急増させてきた。特に海外からの 500 mlPET ボトル
輸入が急増した背景から，1996年を境に業界は 500 mlPET ボトルの販売自粛の自主規制を
解除し，その結果，現在に至るまでその生産量は増加の一途をたどっている。現在ではボトル















に世界最高水準となった。図 4−2に PET ボトルリサイクル推進協議会が発表した回収率の推
移を示す。このグラフにおいて 2004年までと 2005年からは回収率の定義が変わっている。
これは回収率計算において分母に来る部分を，これまで PET ボトル用樹脂生産量としていた












図 4−1 清涼飲料用 PET ボトル需要量（PET ボトルリサイク
ル年次報告書 2001年度，2010年度より作成）
























ジメチル（DMT）とエチレングリコール（EG）に化学的に分解し，DMT をさらに PET 原





去し，石油から合成した原料と同等品質の原料に戻すことができる（向井 2007 : 41）。もう
一つの方法はアイエス法と呼ばれ，PET 樹脂の構成要素の EG と微量の触媒だけで解重合し
たビスヒドロキシエチルテレフタレート（BHET）を得た後，再重合して PET ボトル用樹脂





後者の技術を用い，“Genuine Recycle”としてのボトル to ボトル事業を開始した。事業規模
は帝人ファイバーが 62,000 t／年，ペットリバースが 27,500 t／年とされた。2004年度の指定
PET ボトル用樹脂に占めるこれらボトル to ボトル樹脂の割合は 4.5％の実績を残している。
このように目的，技術の点で卓越した“Genuine Recycle”について，さきの事業モデルを背









いては 2008年 6月の破産申請後，別会社が事業継承を行い，2008年 10月からペットリファ
インテクノロジー（株）が新たに，国内唯一のボトル to ボトル事業を担っている。再稼働に
図 4−3 PET ボトル落札単価〈加重平均〉の推移（2011年
度日本容器包装リサイクル協会統計資料より作成）
佛教大学社会学部論集 第 54号（2012年 3月）
― ７７ ―










































































































6．お わ り に
















































⑺ PET ボトルリサイクル推進協議会 2010「PET ボトル軽量化の推進」『PET ボトルリサイクル年次
報告書 2010年度版』
⑻ 沼田は経済学的視点からこれまでのデポジット制度に関する既存の研究を整理し，その得失を検討
した（沼田 2008 : 355）。
⑼ 現在改正が議論されている廃棄物枠組指令の改正によって，Feedstock Recycle が EU においてリ
サイクルから外される可能性が出てきている。ドイツはこれまで家庭系プラスチック容器の約 4割
を Feedstock Recycle に回してきたので，この部分がリサイクル率から外れることになるが，それ







⑿ PET ボトルリサイクル推進協議会 2010「PET ボトル年表」『PET ボトルリサイクル年次報告書
2010年度版』
⒀ PET ボトルリサイクル推進協議会 2004「リサイクルフロー①ボトル to ボトルの流れ」『PET ボ
トルリサイクル年次報告書 2004年度版』
⒁ PET ボトルリサイクル推進協議会 2004『PET ボトルの LCI データ調査報告書』
⒂ 川崎市 HP 市長記者会見平成 17年 6月 20日 http : //www.city.kawasaki.jp/
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